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　人は他者の苦痛を目撃しただけで、自分自身がそれを経験したかのような情動反応が生じる。例えば、他者の手に熱湯がかかったのを目撃すると、観察者は思わず身を竦めてしまうような情動を経験する。このような自他間での苦痛の同期化は、他者の身体感覚を引き受けるという意味において共感現象の一種と見做される。過去の脳機能画像研究により、他者の苦痛を自らの経験のように引き受ける神経メカニズムの存在が示唆されている。ただし、そのような他者の痛みの共有メカニズムに焦点を当てた研究の大半が、観察者自身と感受性の違いが明確でない人物を共感のターゲットとしたものであった。そのため、他者との情動の同期化が、自分の感受性を他者に投影したために生じた反応か、相手の感受性を引き受けたために生じた反応かは自明ではない。もし常に自分の感受性を相手に投影しているなら、自分には辛くない刺激を辛いと感じる“異なる感受性を持つ他者”に対しては、情動の同期化は生じず、自分自身は苦痛を感じることは無いと考えられる。したがって、「人は他者の痛みを共有することができるのか」という問題を検証するには、異なる感受性を持つ他者をターゲットとした実験が有効である。
村田(2011)では、全盲者（健常者が持つ光に対する感受性を持たない）が閃光を浴びる場面を観察した際、実験参加者の情動反応は抑制されていた。つまり、人は他者の苦痛を共有できることが部分的に示されたのである。この結果を受け、本研究では「人々が『自分には無い感受性を持つ他者』に対しても、その感受性に応じて情動反応を喚起する」と予測し、「熱だけでなく光に対しても熱さを感じる人物」が熱刺激と光刺激を与えられる場面を観察した際の参加者の情動反応を測定した。その結果、ターゲットが熱刺激だけでなく、光刺激を受ける場面においても参加者の情動反応の喚起が認められた。つまり、自分には無い感受性を持つ他者の苦痛でさえ、ある程度共有可能なことが示された。加えて、セルフモニタリング尺度の得点が高い参加者ほど、光刺激を受ける場面における情動反応の喚起の程度が高いことが確認され、他者の心的状態を読み取る能力と情動反応を喚起する機能の関連が示唆された。本研究の知見は、認知的なコントロールによる共感プロセスの柔軟性を新たに示すものであり、高次の共感が達成されるプロセスの研究に重要なインプリケーションを持つ。
